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今回のトピックス 

株式会社  ラナ 代表 藤山 咲衣 

たった１回でこの変化!？ 

美容液。最終章の次は？ 

  

一連の商品改良が終了したと｢宣言｣したのがちょうど

昨年の6月。そこから1年で美容液が変身しました！ 

（進化のレベルを超えているので 笑） 

はっきり申し上げて私史上、シワ改善率Ｎｏ.1です。 

まず、この写真をご覧下さい。  

前回のSarah通信から約1年経ってしまいました。この1年、商品の改良や拡販、本社サロン
の再立ち上げに忙しく過ごしておりました。世の中は大変な状況ですが、お蔭様で仕事が 
途絶えることはなく本当に感謝しております。 
今回の商品改良で私の中ではなぜか「再スタート」という気持ちが強くしています。発売 
から5年経ってボトルもサイズも大きく変わるのは初めてです。新生のSarahとこれからは 
大きく羽ばたいて行けるように、益々邁進してゆきます。 
これからもご愛顧よろしくお願いいたします。 

数年前に安藤会長に無理を言ってリンパドレナージュ用のジェルを使っていただきました。 

もちろん、高調波水ベースのジェルなのでデトックスには最高です。 

このジェルでリンパドレナージュをするとお客様の結果も素晴らしいのですが、施術する自分

の手がつるつるになるのを実感していました。 

そして、そのジェルをある方の膝に塗っていただいたらこの結果！たったの1回でこれだけお

肌が変わるって凄くないですか・・・。その理由は「ケイ素」だったんです。 

  

「ケイ素」はミネラルの1種で体の色々な組織の接着剤の役目をしています。骨を強くするカ

ルシウムや美肌を作るコラーゲンやヒアルロン酸はケイ素があって初めてしっかりと結びつき

ます。肌のハリ、弾力、潤いを支える成分です。 

 

今回の美容液は、今までの3つの美容成分（プロテオグリカン、バチルス発酵液、幹細胞上清液）

に加えてこの「ケイ素」も追加しました。 



  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＊C60 フラーレン 

＊黒鉛（鉛筆の芯） 

同じ炭素から出来て 
いても配置が違うと 
形状も性質も大きく 
変わります。 

＊ダイヤモンド 

そしてもう一つ。安藤会長のこだわりで追加されたのが「フラーレン」。 

この「フラーレン」とは何か？をお伝えするは難しい・・・のですが頑張ってみます。 

  

フラーレンは比較的最近、1985年に発見された「分子」です。 

「自然界であっと驚くような大発見」と言われ、その形の 

美しさや可能性から化学、物理、及び素材研究の分野で 

近年最も注目されています。 

何故フラーレンがそれほど注目されているのか。 

その理由は、 

・フラーレンは炭素からなる同素体である 

 ＊同素体とは同じ元素から構成される物質のうち、 

  物理的、化学的性質が異なる物。 

  例えばフラーレンと同じ炭素で出来ている代表的な物質 

  として、ダイヤモンドと黒鉛（鉛筆の芯）があります。 

・同素体は通常、平面構造である 

・にも関わらずフラーレンは強い曲率を持つ局面である  

その結果 

→フラーレンには巨大なエネルギーが注入され蓄えられていると思われる 

→またその構造から非常に安定で簡単には壊れないのが特徴 

 

解ったような解らないような・・・。 

なんとなく、フラーレンって自然が生み出した凄い「分子」なんだという事は解りますよね。 

  

そして現実に「フラーレン入り化粧品」はすでに発売されています。 

ですが、今になって「フラーレン」を取り入れる事になったのは、安藤会長曰く、最近に

なって初めて植物由来のフラーレンが出てきたから。との事です。（今までは鉱物由来のフラーレ

ンのみ） 

 

このフラーレンを化粧品に入れる事によって、どんな効果が見られるかというと、ずばり

「抗酸化力」。 

もちろん、今までも様々な「抗酸化」成分が化粧品には添加されてきましたし、弊社のプロ

テオグリカンも活性酸素の発生を未然に押さえてくれたり、バチルス発酵液にも抗酸化力は

あります。 

ただ、フラーレンの抗酸化力はこれらとは比べものにならないぐらい強いのです。 

 

何故、フラーレンの抗酸化力が強力かというと、今までの抗酸化成分は自分が盾のように身

代わりになって肌の組織を守っていました。なので酸化されてしまった抗酸化成分は効き目

がなくなってしまいます。 
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サロンRana／株式会社ラナ  TEL:０７４３－６１－５２７６ 

〒630-0212 奈良県生駒市辻町771-17 Mail: sarah.cosme.jp@gmail.com           

HP: https://sarah-bihada.com (Sarah) https://rana-detoxsalon.com (Rana) 

  

  

  

お客様の声 
  

  

シワやタルミにお悩みなら。 
美容液とのダブル使いがおすすめ 

「美肌再生純液」 

40代になって一気に増えたシミや、顔全体のくすみが悩みでした。 

Sarahを使い始めて1ヶ月。「肌のもちもち感が違う！顔が明るい！あご

のラインがすっきりした！目が大きくなった！」と、毎日感じるひとつ

ひとつの変化が嬉しくて使い続けています。 

特に、美肌水をシュッとするたびに、肌が喜んでいる感じがして気持ち

いいです。シミも少しずつ薄くなってきましたし、くすみも赤みもマシ

になってきました。これからの変化も楽しみです。 （42歳・ＣＫ様） 

しかし、フラーレンは活性酸素を吸着して無害化する。しかも他の成分の酸化も抑制し

てくれるので、美容成分の守護神として大活躍してくれます。 

フラーレンは攻めの成分ではなくて、守りの成分。他の美容成分がサッカーで言うとこ

ろのフォワードなら、強力なゴールキーパーがフラーレン。このコンビでますます強力

なチームとして美容液は最大の力を発揮してくれる様になりました。 

 

そして最後に、今までの美容液の最大の欠点であった「浸透しすぎて保湿力が・・・」

という課題も上記の２点の成分を加える事と、作り方の工夫で肌にしっかり残るように

なり、解決しました。 

その結果、今までどうしても省く事が出来なかった 

オイル成分は100％カット。オイルを配合しなくても 

今まで以上の格段の保湿力です。 

そして、嬉しい事に保湿力が格段に上がった分、 

使用量が減ります。なので、ボトルも全面改定。 

量が少なくなった分、価格もお安くなりました。 

わーい。 

 

 

最初に書きましたが、この新しい美容液。シワの改善率が半端ないです。 

私のお勧めは「美肌再生純液」とのダブル使い。 

もし、今シワやタルミにお悩みでしたら、エステ感覚で1ヶ月集中して 

「美肌再生純液」と新しい「美容液」を使ってみて下さい。 

きっとご満足頂けると信じています。 

  


